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平成27年2月24日 に、設立された木曽地区協議会の組織は、地区の各区域内で沼動する各種団体の集
合体です。第2固定期総会が、平成28年6月 10日 |こ開催され、平成28年度の渚動内容が下枠内のよう|こ

決定されました。これは「防災」に特化した事業計画継続の検証も含めての渚動内容となりました。

今回の広報誌は、上記の決定を受けて、どのように汚動したかを中心に報告させていただきます。

1.地域活動イベント事業 (80万円)

地域活動の充実を図るため、委員研修及び地域イベントを行う

2.地域イベント支援事業 (10万円)

地域のイベント情報の共有化を図り、さらなる活性化及び充実に協力してい<
3.広報広聴事業 (10万円)

活動同知のため、広報誌を発行し地区内各種団体及びオ蕎成員に配布

第2回 定期総会 於 :阿田市教育センター

総会で決定した 3つの事業を推進する組織として、青少年
健全育成地区委員会 (第二。第六)、 民生委員児童委員協議

会、木曽地区町内会。自治会連合会から、それぞれ3筈の事業部員を選出しました。役員を含め

18篭が集まり、各団体の課題を出し合い、当協議会の活動の方向性を話 し合いました。

その結果を9月開催の、ワークンヨツプヘとStき継ぐ形となりました。

<具体的な課題 >
防受体制、子ども・高齢者・要支援者対応、各種名簿管理と個人情報保護、世代間文化交流、
地頭への帰属意識低下、町内会・自治会の存続冠機

各事業部合同会議
(平成28年 7月 19日 於 :町田市教育センター)

事業部会立上Iず

上記会議を受 lす て、「実際に事

業化できるものは何か ?」 を、

意見聴取するワークンヨツプを

開催しました。付隻を用いて、

グループ及び 20名全員の意見

が分かる形弐で意見交換し、そ

の結果、防災グツズ紹介だ|す で

な<、 多<の方ブ〕
ヾ
参加できる実

践的な防災訓練の企画が、当協

議会事業 |こ適していると意見集

約されました。グループ|こ分かれて意見交換 付隻を用いて意見分け

平成28年 9月 23日 於 :町田市教育センター

ワークショップ報告
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講演『避難所開設と運営の体験からJ翻市:久保埜誠―
(平成29年 1月 25日 於 :町田市教育センター)

<講演内容要約>

テーマ「東日本大震災の避難所をみて」感じたこと

【推奨事項】
・避難所になる体育館を区画する (本部の設営位詈L重要)

・食事場所 (大人・子ども)育児場所 ・医療
・トイレの設晉L(女性目線で者える) ・隔離部屋の確保

【検討事項】      .
・プライバンーの確保 ・ルールを雪る

【必要な物品、設備等】
・外部との連絡手段の確保 (ハ ムが出来る方)

・緊急B寺 |こ使用できる井戸

【注意すべき事項】
・受付で分 |する判断 (町内会。自治会筈簿必要 未加入者問題も)

・心構え (パニツクを起こさない)

【講師プロフイール】

町田消防署鶴川出張所の所長として、現場を取り

仕切つている立場であり、被災地での救援・支援

渚動を実際 |こ 数多<経験されている。

防策語演会報告

防災グッズについて
本年度は、避難所開設訓練|こ 際し、見本展示した物品から「非常持ち出し袋」と「レスキューセツト」に

ついて紹介します。他にも、担架に変身する寝袋も展示しましたが、紙面の都合上割愛させていただきます。

大きな災害を経験した被災地からの情報で、被災時の家庭での防災

対策の重要性が叫ばれています。その中でも、非常持ち出し袋につい

ては、各家庭、各個人で準備すべき必須アイテムだと言えるでしよう。

さて、それでは何を入れれば良いのか ?い<つかの物品例示をさせ

ていただきます。

【内 容 例 】
・携帯トイレ・飲料水 。カンパン・簡易トイレ・充電器付きラブオ

・給水タンク・ンート・軍手・放急パツク・ヘルメツト

・ ID入れ付きホイツスル・多機能ナイフ・折りたたみヌリツパ

・放急パツク・ レインコート・マヌク・携帯用紙下香・浄水器

『非常持ち出し袋J

個人で準備が必須のものではないと考える方も多いと思われます

が、大きな地震で自宅または近隣家屋が倒壊した場合、救出作業を

可能にする物です。

勿論、町内会。自治会単位、避難所単位では必須アイテムと言え

るでしよう。

【内容例 】
・平バール・大ハンマー・スコツプ 。つるはし
。ボルトクリツパー・芹・のこぎり・軍手・□―プ・ゴーグル
・防塵マヌク・ホイツヌル・サバイバルンート・伸縮包帯
・救急パツク・ワンタツチパツド・カツト絆・プやツキ
・大型カツター。モンキーレンチ・乾電池

「レスキューセットJ

ワークンヨツプの結果を受 |すて、今年度は『講演会』『避難所受付訓練』を行うことを役員会で決

定しました。避難所4カ所 (木曽境川小学校、忠生第二小学校、市教育センター、木曽中学校)のうち、

毎年避難所開設訓練を行つている2カ所に協力要請して行うことになりました。

さらに、防災意識の向上を促すため |こ、諸団体への貸し出し (防災関連物品、町内会・自治会分布

地図、避難所ンミュレーンヨンゲームHUG)を計画し、分布地図は全町内会・自治会へ、また、防災

関連物品の貸し出しは、本曽地区町内会。自治会運含会の防災訓練で企画 (雨天中止)、 木曽南自治

会餅つき大会で試行できました。避難所ンミュレーンヨンゲームHUGIこついては、来年度中の貸し

出しを目指しています。

避 難 施 設 開 設 訓 練 停 成29年 3月 10日 於 :忠生第三Jヽ学校〕

訓練開始を午後28寺として、小学5年生と地域住民合わせて約 140名の参加者がありました。小学生は一斉

受付、そして地域住民は五月雨式の受付と、2段階|こ分|すて行いました。この避難所には、12の町内会・自治

会が集結するので、実際震度7以上の想定では、訓練より人数もかなり増え、昼夜問わずの状況なので、ヌ

タツフの受付対応こ誘導が非常に難しいと思われます。さらに有効な方法を検討し、訓練を繰り返し行う必

要があるでしよう。

一準
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受付&体育館入□で票提出 小学生ブDヾ間仕切り体験 簡易トイレ体験 (内と外)

避 難 施 設 開 設 訓 練 (平成29年 3月4日 於 :木曽境,II小学校)

訓練開始を午前10時として、その直前からヌタツフが、拡声器を使つて町内 。団地内を一回りしました。そ

の成果もあり、受付順を待つ列ができる状況を生みだしました。実際にはもつと混舌しが予想されます。体育

館では、卒業式練習のために整然と整理された椅子を利用させていただき、参加者約 100筈が、避難所に

ついての心構えや防災グツズの説明 |こ 聞き入りました。その後、間仕切リテントや簡易トイレ体験をしてい

ただき順狽帰宅の形をとりました。

受付順を待つ列 外まで列ができました 防災グツズの説明

地域活動イベン ト事業



「避難所開設訓練アンケー ト結果J
H29,3.10

実 施

設間①の参加しての感想は、訓練の意図が伝わつており良好でした。

・防災グツズ体験ができて良かつた。 ・訓練の必要性を痛感 。どのような条件下での避難になるか心配
・受付訓練以外も体験したい 。B寺間が短いと感じた・防災意識が高まつた 。本番が心配|こなつた

設間②から③は、昨年度と同様な設間でしたが、「はい」と答えた方がいずれも増え、良い傾向と判断できます。
ただし、「いいえ」の5%の方の対応策を考えてあ`<必要があります。

② 非常持ち出し袋等の   ③独力で避鋤 へ行lすますか? ④ 家族の待ち合わせ場所は
決まつている?準備は?

♀堺電覇剛后騨
る 設間⑤では、昨年度「ある」と解答が76%だつたが、大き<下回る結果

となつたのは良い傾向です。ただし、不安材料が具体的に指摘されてあり、
その解消 |こ対して議論を重ねる必要があります。

【具体的記述】
・体育館が狭 <、 収容人数が少ないこと|こ 不安を覚えた
。長期間になるとプライバンー、睡眠不足が不安である
。小さい子どもや高齢者 (要介護)が
心配である

。持病または、病気 (感染症)した

場合どうなつてしまうのか ?
・パニツク状態の際、避難所での指

示出し、指導者は誰ん
く
行うか ?

・衛生面や施設設備が心配である
。食料や物品は足りるのか ?

・ベツトはどうなるのか ?

⑥避難所スタツフをできる?

設間⑥の避難所スタツフ|こ ついては、昨年「できる」と答えた方が60%
で、避難所スタツフとして活動ができると答えた方が相対的 |こ 大き<減
つています。今回、各町内会。自治会の参加者を制限しなかつた分、自
宅からの距離が遠い方や役員以外の参加者が増えたことに起因している
と考えられます。

当日、56名の方にアンケー トに協力していただき、

防災意識が高まつている様子が分かりました。
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<あ とが き >
本曽地区協議会は、その歴里が浅く、地域に根付いているとは言い難いが、この地区で沼動する団体「木曽地区町内会。自治会

運含会」「民生委員児童委員協議会」「青少年健全育成地区委員会」「小中高等学校」「消防団」「商エネツト」「社会福祉協

議会」「高齢者支援センター」「木曽才―ルスターズ」を網羅する形で存在しています。
これからも有効で地道な活動を続 Iす ていきたいと考えています。

聞い含わせ先 Eim9市 :癒sodku@。 utるoktcom




